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１ 医療保険における診療情報提供料について 

  診療情報提供料（Ⅰ）：２５０点（１割負担の場合、患者負担は２５０円） 

保険医療機関が、診療に基づき患者の同意を得て、当該患者の居住地を管轄する市町村又は指定

居宅介護支援事業者等に対して、診療状況を示す文書を添えて、当該患者に係る保健福祉サービス

に必要な情報を提供した場合に、患者１人につき月１回に限り算定する。 

 

２ 診療情報提供料算定が想定される場面 

（１）疾病の状況について照会する場合 

（２）医療系サービス利用についての医学的意見を求める場合 

（３）軽度者（要支援１、要支援２、要介護１の被保険者）に対する福祉用具貸与（特例給付）に係

る医学的所見を照会する場合 

（４）その他サービス利用に係る医学的意見を求める場合 

※ 上記（２）及び（３）の場面において、サービス担当者会議、電話照会、面談（利用者の受診

に同伴する等）等で主治医の意見が確認できるのであれば、保険者として必ずしも主治医の意見

を書面で求めることを義務付けるものではありません。（書面で求めない場合は、確認した内容、

日時、確認方法、医療機関名、医師氏名を確実に記録に残しておいてください。） 

 

３ 使用する様式 

（１）介護支援専門員から主治医への依頼文書 

「居宅サービス計画（介護予防サービス計画）作成に係る診療情報の提供について（依頼）」 

（２）主治医から介護支援専門員への診療情報提供書 

  「指定居宅介護支援事業所等向け 診療情報提供書」 

  「（追加様式）軽度者に対する福祉用具貸与に係る医学的所見について」 

 

４ 運用について 

 書面で主治医の意見を求める際は、その必要性について利用者及び家族に説明し、同意を得るよ

うお願いします。東温市医師会には、主治医からも必要性及び意義について患者及び家族に説明し

ていただくようお願いしています。 


